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記憶が悪いと日常生活で困ることが多い。仕事の予定を忘れるのは致命的だし、プライベートでも約束を忘れたりしたらひんしゅくものである。ゆえに、物忘れが目立つようになると、だれでもちょっと心配になってくる。記憶力の低下が気になってくる。そこで、脳トレのようなものが流行り、記憶力を高めるノウハウを説く本が読まれる。記憶力の衰えを防ぐのはたしかに大事なことだ。だが一方で、忘れることができずに悩んでいる人もいる。

記憶に関心をもつ多くの人たちは、いかにしたら記憶容量を増やすことができるか、どうしたら忘れないようにできるか、そのコツを求めている。それももちろん大事なことだが、忘れるということにも重要な意味が隠されていることを忘れてはならない。

記憶には、私たちが生きていく上で必要な知識や経験が詰まっている。記憶を上手に使いこなすには、そのつど必要な知識や経験を引き出す必要がある。そのような場合、記憶がいっぱい詰まっていればよいというわけではないことは、容易に想像できるだろう。

後に見るように、忘れることができず、あまりに多くの細々としたことまで覚えているために、そのつど必要な知識や経験を引き出すことができないという悩みもあるのだ。パソコン上の情報整理と同様に、あまり必要のない知識や経験は削除していく。「忘れる」ということは、そのような重要な機能を担っているといえる。

大事なことを覚えて、後で思い出すことができるようにするには、大事でないことを覚えないようにする、忘れるようにすることが必要なのである。机の上や周囲に乱雑に積まれたり、棚に押し込まれたりしている書類の山から、必要な書類を探し出す苦労を想像すればわかるだろう。もう古くて必要のない書類や重要でない書類が廃棄されていれば、探すのはずっと容易である。

何でも覚えていればよいということではないのだ。忘れることで記憶を使いやすく整理しておくことも大切なのである。

さらには、快適な気分が保たれるように自分を守ってくれるのも、忘却の機能のひとつである。精神分析でいう抑圧のメカニズムについてはすでに触れたが、「昔は良かった」というように思い出が美しくなるのも抑圧のおかげである。

イヤなことを思い出すと気が滅入る。イヤなことをしょっちゅう思い出すのでは、とても身がもたない。そこで、イヤなことはあまり思い出さなくなる。無意識のうちに抑圧が働き、思い出すとイヤな気分になる記憶には、あまりアクセスできなくなる。そのおかげで、イヤな目に遭ってきた人にも、快適な日々が保証されるのである。

「トラウマ」という言葉を日常生活でも耳にするようになった。私のもとを訪ねてくる人にも、「その出来事がトラウマになって……」などという言い回しを口にする。トラウマというのは、心的外傷と訳されるが、そのせいでうつ的な気分になったり、前向きになれなかったり、後々まで尾を引くショック体験のことである。忘れられたら楽なのだが、なかなか忘れることができない。いつまでも引きずってしまう。

思い出すとイヤな気分になる出来事は、極力思い出さない。それができることが健康につながる。忘れることが健康ということもあるのである。

では、イヤな出来事を思い出さないようにするには、どうしたらよいのか。それについては後ほど説明することにして、まずは、人はなぜ忘れるのかということから考えてみたい。

